
令和８年度 学校経営について 

 

本校は、 昭和２ ２年５月に「 千葉市立第六中学校」として 創立された伝

統校です。地域に支えられて教育活動が営まれており、本年度は創立７９

周年目を迎えます。（令和９年度に８０周年。） 

これまでの実績を生かし、今日、学校教育に求められる様々な課題に対して、保護者や地域、

外部教育機関等と連携しながら、その解決に向け、一層の教育内容の充実に努めていきたいと

考えております。 

また、生徒の資質・能力の育成に向けて、これまで以上に「個別最適な学び」 と「協働的な学

び」を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図るととも

に、学校教育目標の実現に向けて、特色ある学校づくりを推進していく必要があります。 

学校教育目標の具現化を目指し、本校教職員一同、教育活動の充実に向けて尽力いたします。 

 

①   学校教育目標    『 自ら考え 正しく判断し、実践できる生徒の育成 』  

  

②   めざす生徒像 

【自ら考え】 主体的に学び、問い続ける生徒  

【正しく判断し】 自他を尊重し、時と場に応じた行動ができる生徒 

【実践できる】 失敗を恐れず挑戦し、思いを表現できる生徒  

 

③   めざす学校像   

○ 互いに認め合い、誰もが安心して学べる温かい学校 

○ 知的好奇心にあふれ、生徒が主役となって輝く学校 

○ 地域と共に歩み、信頼と誇りに満ちた学校 

 

④   めざす教師像 

○ 生徒に寄り添い、挑戦と自立を支える教師（伴走者） 

○ 互いに高め合い、探究し続ける教師（学習者） 

○ 組織の一員として責任を果たし、信頼される教師（協働者） 

 
⑤  スローガン 

教育活動を推進し、学校教育目標を具現化していく際の、生徒と教職員の「合言葉」的存在と

して、屋代前校長が掲げたスローガンを、今年度も継承します。 

 

 

 

 

 

生徒一人ひとりが学校生活で輝くためには、失敗を恐れずに「挑戦」することが大切です。勉

強、行事、部活動、あるいは何気ない日常。何かに全力で取り組むその姿こそが、生徒自身を輝

かせます。そして、自分だけでなく、友達の挑戦も応援する姿勢も大切にしていきたいと考えます。

互いの良さを認め合い、励まし合うことで、クラスや学年という「集団」もまた、輝きを放ち始める

からです。 

「台中プライド」を合言葉に、生徒も教職員もキラッと輝ける学校づくりを目指してまいります。

本校の教育に対し、なにとぞご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

千葉市立小中台中学校 校長 保田 裕介 

台中プライド 一人ひとりが輝き、集団が輝く学校 

伝統に誇りをもち、挑戦し続ける ～台中で学んでよかったと思うために～  


